
【資料１6】

６８６億円（平成20年度　８８億円）

（単位：千円）

１．在外邦人等支援対策・水際対策の強化等 7,305,399 458,380

○
外務省 531,563 0

○
外務省 5,978 0

○ 外務省 470,906 0

○
外務省 638,415 0

○
外務省 1,354 753

○
防衛省 4,435,695 0

○
海上保安庁 62,165 0

平成２１年度新型インフルエンザ対策関係概算要求額調べ

備考

新型インフルエンザ対策関係概算要求額

事　　　　　　　　項

新型インフルエンザが発生した際に、医療事情の悪い途上国に残留する在留邦人及び短期渡航者に対し、緊
急避難的措置として供与するための抗インフルエンザウイルス薬を備蓄するもの

２０年度
予算額

21年度
概算要求額

　　〔在外邦人用抗インフルエンザウイルス薬の備蓄〕

本省職員及び在外公館職員等用の医薬品、衛生材料、防護具等の購入費等及び医務官の出張旅費

　　〔在外公館職員等用食料品等の備蓄〕

新型インフルエンザが発生した際、在外公館の業務を円滑・確実に実施するために必要な在外公館職員等用
の食料品等を備蓄するもの

　　〔在外邦人への支援等〕

担当府省

　　〔在外邦人用食料品等の備蓄〕

新型インフルエンザ発生国に滞在する邦人短期旅行者が一時的に出国不可能となる事態に備えて、トリ－ヒ
ト感染が発生している国の在外公館に、それら短期旅行者が7日間利用できる分量の食料品等を備蓄するも

　　〔在外公館職員及び本省職員等の抗インフルエンザウイルス薬、個人防護具等の購入〕

巡視船艇・航空機による邦人輸送、密入国者に対する監視取締りの強化、停留措置船舶に対する警戒警備や
患者・医薬品の搬送等に必要な個人防護具や水際対策用資器材等を整備するもの

　　〔防衛省・自衛隊における感染防護資材等の整備〕

在外邦人輸送、医療、国内物資輸送等に従事する者のための感染防護資材、抗インフルエンザ薬、医療備品
を整備するもの

新型インフルエンザ発生が懸念されている国・地域における感染症専門家による在留邦人向け講演会開催、
同国・地域での新型インフルエンザ対策調査、各公館体制整備指導等のための在外公館職員出張旅費

　　〔海上保安庁における個人防護具等の整備〕

《照会先》
内閣官房副長官補室
　　　　　　　　倉吉  紘子
TEL 03-3581-3495
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（単位：千円）

備考事　　　　　　　　項
２０年度
予算額

21年度
概算要求額

担当府省

○

厚生労働省 923,892 342,895

新型インフルエン
ザ対策について
は、
左記概算要求額・
予算額の内数（以
下、左記の内数）

○ 厚生労働省 217,652 114,732 左記の内数

○
国土交通省 227 0

○
国土交通省 8,215 0

○ 財務省 9,337 0

２．医薬品の備蓄と研究開発の推進等 52,624,164 5,091,879

○
厚生労働省 33,782,000 0

○

厚生労働省 4,770,000 0

○
厚生労働省 6,639,000 0

○
厚生労働省 880,034 82,965

○
厚生労働省 3,100,000 2,481,600 左記の内数

検疫所において、海外感染症情報の収集・提供を行い、海外渡航者に対する普及啓発等を図るもの

　　〔プレパンデミックワクチンの備蓄〕

ウイルス変異に対応したプレパンデミックワクチンを製造し、備蓄するため、中国青海株で製造したプレパ
ンデミックワクチン原液の買上げを行うもの

　　〔抗インフルエンザウイルス薬等の備蓄及びプレパンデミックワクチンの製剤化等〕

　　〔外国船舶監督官の防護服等の整備〕

外国船舶監督官が配置されている港には、新型インフルエンザ発生地域から来航する船舶が入港する可能性
があることから、外国船舶に立ち入り、監督する必要がある外国船舶監督官のための防護服等を購入するも

　　〔国内における抗インフルエンザウイルス薬の追加備蓄〕

最新の医学的な知見、直近の諸外国における抗インフルエンザウイルス薬の備蓄状況等を勘案し、備蓄量を
現在の国民の２３％分から４５％分に引き上げるもの

　　〔プレパンデミックワクチンの接種〕

平成20年度において、医療従事者・水際対策従事者に対し、プレパンデミックワクチンを接種し、その有
効性、安全性を評価する臨床研究を実施することとしており、その研究結果が良好な評価を得ることができ
れば、平成21年度以降、医療従事者等に対し、段階的にプレパンデミックワクチンの事前接種を実施する
ためのもの

　　〔税関職員のマスクの備蓄〕

水際対策として税関職員のためのマスクを購入するもの

　　〔検疫集約実施空港への防護服の備蓄〕

　　〔検疫体制の強化〕

検疫所の体制強化のため、発熱者の発見や検査等を迅速に行うための機器等を整備するもの
①健康監視システム機能の強化
② 患者搬送用陰圧装置の整備
③ 携帯用サーモグラフィーの整備
④ ＰＣＲ検査機器の整備
⑤ 感染症防護服の追加
⑥ 帰国者配布用マスクの購入

政府の行動計画により新型インフルエンザ発生地域からの航空機受入空港である成田、中部、関西及び福岡
の４空港で導線確保、誘導及び監視に必要な職員のための防護服を購入するもの

国において購入した抗インフルエンザウイルス薬、個人防護具の保管経費。また、平成21年度以降に実施
を予定しているプレパンデミックワクチン（発生前接種）を接種するにあたり、これらを製剤化し、接種場
所へ輸送するために必要な経費

　　〔ワクチン研究の推進〕

新型インフルエンザ発生に備えたワクチンの製造・供給体制を強化するために、生産効率が高く製造期間を
短縮することができる細胞培養ワクチンや、感染防御範囲が広く、感染自体の防止が期待される経鼻ワクチ
ン等、ワクチン開発のための基礎研究及び実用化のための臨床研究を実施するもの
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（単位：千円）

備考事　　　　　　　　項
２０年度
予算額

21年度
概算要求額

担当府省

○
厚生労働省 1,125,816 0 左記の内数

○ 厚生労働省 27,314 27,314

○
文部科学省 2,300,000 2,500,000 左記の内数

3．地域の医療体制等の確立 4,321,559 852,160

○ 厚生労働省 10,653 2,479

○
厚生労働省 399,381 77,379 左記の内数

○ 厚生労働省 42,970 41,961 左記の内数

○ 厚生労働省 3,868,555 730,341 左記の内数

4．国民各界各層に対する新型インフルエンザ対策への取組の要請 585,441 8,993

○
厚生労働省 522,065 8,042

○ 厚生労働省 6,584 951

○
厚生労働省 26,012 0

○
農林水産省 30,780 0

5．国・地方公共団体等の体制整備 8,832,563 2,386,069

○
警察庁 154,782 0

○
消防庁 45,587 20,530

特定感染症予防対策推進費（特定感染症に関する情報提供による普及啓発等）

　　〔消防・救急における感染防止資器材の配備〕

　　〔食品産業事業継続計画整備促進事業〕

　　〔その他〕

感染症危機管理研修等事業（感染症対策に必要な人材の育成等）

感染症指定医療機関運営費等関連経費（感染症患者への適切な医療の提供等）

新型インフルエンザ発生時において、正しい行動や対応をするための情報を広く国民に共有してもらうた
め、新型インフルエンザに関する国民調査、情報共有のための必要な手法の整備、市民講座の開催等を実施

　　〔事業者に対する研修〕

大都市圏を中心に地域ごとに拠点を設け、資器材を一定量重点的に配備・備蓄することにより、パンデミッ
ク（大流行）時に不足した地域に供給できる体制を整備するもの

　　〔警察における感染防護資機材等の整備〕

　　〔医療従事者等研修事業〕

医療従事者や実検査機関職員を対象とした研修を実施するもの

感染した者に対応する可能性の高い業務に従事する警察官等に対する感染防護措置及び外部への感染拡大防
止を徹底するため、感染防護対策キット等を整備するもの

　　〔感染症対策特別促進事業〕

新型インフルエンザの基礎知識及び発生前の準備・発生直後・感染拡大時の対応について事業者等を対象と
して研修を行うことにより危機意識を高め、職場における対策の推進を図るためのもの

　　〔新興・再興感染症研究拠点形成プログラムの推進〕

「新興・再興感染症研究拠点形成プログラム」を引き続き実施し、国内外の研究拠点における感染症対策を
支える基礎研究を集中的・継続的に進め、知見の集積・人材育成等を推進するためのもの

　　〔国立感染症研究所の改修〕

細胞培養ワクチン及び経鼻粘膜投与型ワクチンの開発と安全性・有効性試験、ワクチンの早期供給体制を確
保するため、国立感染症研究所の既存施設の改修を行うもの

新型インフルエンザの流行を想定して、感染レベルや地域的な広がりに応じた食料供給対応モデルを検討す
るとともに、食品企業の事業継続計画（BCP）の策定を支援するためのもの

　　〔ワクチン製造供給事業総合対策費〕

新型インフルエンザワクチン製造株の調整や品質管理等に必要な経費

　　〔国民に対する普及啓発〕

新型インフルエンザを始めとした感染症の発生予防・まん延防止及び発生時に的確に対応するため、地域に
おける対策の検討及び訓練を実施するためのもの
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（単位：千円）

備考事　　　　　　　　項
２０年度
予算額

21年度
概算要求額

担当府省

☆
○

防衛省 4,435,695 0

☆
○

海上保安庁 62,165 0

☆

○

厚生労働省 923,892 342,895 左記の内数

☆
○

国土交通省 227 0

☆
○

国土交通省 8,215 0

☆ ○ 財務省 9,337 0

○
国土交通省 25,057 0

○
厚生労働省 20,755 0

○
厚生労働省 3,267 3,267

○
厚生労働省 1,015,782 0 左記の内数

☆
○

農林水産省 30,780 0

　　〔都市交通輸送人員抑制策に関する調査研究〕

東京都心部への都市交通輸送人員抑制策の有効性の検討と実施シミュレーションを行い、危機が現実化した
ときに備えた政策面での検討に資するためのもの

　　〔新型インフルエンザ対策会議費〕

厚生労働省内にテレビ会議システムを構築し、緊急時の対応について検討、その結果を関係機関へ速やかに
提供するためのもの

　　〔外国船舶監督官の防護服等の整備〕【再掲】

　　〔防衛省・自衛隊における感染防護資材等の整備〕【再掲】

　　〔検疫集約実施空港への防護服の備蓄〕【再掲】

巡視船艇・航空機による邦人輸送、密入国者に対する監視取締りの強化、停留措置船舶に対する警戒警備や
患者・医薬品の搬送等に必要な個人防護具や水際対策用資器材等を整備するもの

検疫所の体制強化のため、発熱者の発見や検査等を迅速に行うための機器等を整備するもの
①健康監視システム機能の強化
② 患者搬送用陰圧装置の整備
③ 携帯用サーモグラフィーの整備
④ ＰＣＲ検査機器の整備
⑤ 感染症防護服の追加
⑥ 帰国者配布用マスクの購入

　　〔税関職員のマスクの備蓄〕【再掲】

水際対策として税関職員のためのマスクを購入するもの

　　〔感染症における危機管理に対応した情報の収集・分析機能の強化〕

　　〔検疫体制の強化〕【再掲】

都道府県職員を対象とした新型インフルエンザ発生時の疫学調査や公衆衛生対応等の実務に関する研修を実
施するもの

　　〔新型インフルエンザ対策疫学特別研修事業〕

新型インフルエンザの流行を想定して、感染レベルや地域的な広がりに応じた食料供給対応モデルを検討す
るとともに、食品企業の事業継続計画（BCP）の策定を支援するためのもの

外国船舶監督官が配置されている港には、新型インフルエンザ発生地域から来航する船舶が入港する可能性
があることから、外国船舶に立ち入り、監督する必要がある外国船舶監督官のための防護服等を購入するも

在外邦人輸送、医療、国内物資輸送等に従事する者のための感染防護資材、抗インフルエンザ薬、医療備品
を整備するもの

　　〔海上保安庁における個人防護具等の整備〕【再掲】

政府の行動計画により新型インフルエンザ発生地域からの航空機受入空港である成田、中部、関西及び福岡
の４空港で導線確保、誘導及び監視に必要な職員のための防護服を購入するもの

感染症に関する情報の収集・分析機能の強化、非常時でも安定して情報提供が行える体制を構築するための
国立感染症研究所の設備の整備等を行うもの

　　〔食品産業事業継続計画整備促進事業〕【再掲】
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（単位：千円）

備考事　　　　　　　　項
２０年度
予算額

21年度
概算要求額

担当府省

○ 厚生労働省 68,941 65,980 左記の内数

○
厚生労働省 600,000 600,000 左記の内数

○ 厚生労働省 1,218,971 1,144,287 左記の内数

○
厚生労働省 73,777 73,777 左記の内数

○ 厚生労働省 132,706 132,706 左記の内数

○
厚生労働省 2,627 2,627 左記の内数

6．国際協力の推進等 2,670,650 2,873,268

○ 厚生労働省 361,946 364,564 左記の内数

○ 厚生労働省 8,704 8,704 左記の内数

☆
○

文部科学省 2,300,000 2,500,000 左記の内数

68,569,465 8,827,854

（注）合計金額は、再掲（☆）を除いた額としている。

特殊・不明感染症発生緊急対応に必要な経費

感染症対策事業（ＷＨＯ拠出金）

感染症予防事業費等負担金（感染症法に基づき、都道府県等が実施する、感染症の発生予防及びまん延の防
止に講じた事業に対する経費負担）

　　〔国際協力の推進〕

血清情報管理運営事業（感染症対策に必要な血清の検査・解析を行い、WHO指定に基づく血清バンクの運
営、流行予測調査を行うもの）

感染症予防対策費等（感染症予防に関する研修、感染症発生の実態把握や地方との連携に必要な事業）

　　〔新興・再興感染症研究拠点形成プログラムの推進〕【再掲】

「新興・再興感染症研究拠点形成プログラム」を引き続き実施し、国内外の研究拠点における感染症対策を
支える基礎研究を集中的・継続的に進め、知見の集積・人材育成等を推進するためのもの

サーベイランスの強化経費（感染症発生動向調査費等）

国立感染症研究所感染症情報センター経費（感染症情報の収集、解析及び提供を行っている感染症情報セン
ターの運営）

病原体ゲノム解析・応用経費（新たな病原体の出現に対応したゲノム情報を解析・把握）

合　　　　　　計　（注）

　　〔その他〕
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